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各診療科の医師が専門分野を伝える
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変形性膝関節症に対する

人工関節置換術

● 整形外科部長 ●

小林 裕明

緊急の場合は、下記の医療機関専用ダイヤルへご連絡ください。
・脳神経外科ホットライン	 080-8815-5322（24 時間対応）
・循環器科ホットライン	 080-1078-6668（24時間対応）
・整形外科ホットライン	 080-9159-6089（月〜土／ 8:00 〜 20:00 迄）日・祝を除く
・放射線科 0299-85-1173 （画像検査科直通）※

・上記以外の診療科 0299-85-1133 （地域医療連携室直通）※

※月〜金／ 9:00 〜 16:00、土／ 9:00 〜 11:00　日・祝を除く

各
科
緊
急
連
絡
先

●

紹
介
患
者
様
の
受
診
方
法
に
つ
い
て 紹

介
状
持
参
患
者
様
予
約
取
得
フ
ロ
ー

小山記念病院では、地域の医療機関との連携を充実するために地域医療連携室を
設置しています。地域医療連携室では、他の医療機関からの紹介患者様の対応、
または患者様のお住いの近隣の医療機関への逆紹介を行っています。
　当院は、外来患者様が多く、待ち時間が長くかかるため、紹介状持参患者様に
ついては、特に事前予約をお勧めしています。

医療機関より、下記にご連絡いただければ、
地域医療連携室にて事前に予約をお取りします。

「受診予約申込書」と「診療情報提供書」（様式は問いません）を
 事前にFAXをお願いいたします。

予約なしで直接ご来院された際は、状況により当日診察をお受けできず、
翌日以降のご予約をお取りさせていただく場合があります。

《地域医療連携室直通 医療機関専用ダイヤル》

TEL.0299-85-1133   FAX.0299-88-2211

医療機関より地域医療連携室直通ダイヤルに、連絡をお願いします。

受付時間 月曜日〜金曜日 9:00 〜 16:00
土曜日 9:00 〜 11:00

TEL.0299-85-1133（地域医療連携室直通）

1

受診予約申込書と紹介状を FAX で送信してください。

※ FAX 受信は 24 時間受付可能ですが、受付時間外の場合、予約取得は翌営業日の返信となります。
FAX.0299-88-2211（地域医療連携室直通）2

・折り返し地域医療連携室より紹介元医療機関へご連絡をいたします。
・予約を取得し診療予約票を FAX にて送信します。

  （できる限り15分以内にご連絡します）
※診療科によっては、医師の確認が必要なため時間がかかる場合があります。

3

予約日に、診察予約票と紹介状原本をご持参いただき、
 11 番「紹介状窓口」  にご来院していただきますよう、
ご案内をお願いいたします。

4
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尿路結石、前立腺肥大症の先進治療

ECIRSとPULを導入

吉野 喬之
●  泌尿器科 ●



　
い
つ
も
貴
重
な
症
例
を
ご
紹
介
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、２
０
２
３
年
４
月
よ
り
筑
波
大
学

附
属
病
院
か
ら
小
山
記
念
病
院
の
泌
尿
器

科
に
配
属
と
な
り
、当
院
の
泌
尿
器
科
は
、

常
勤
医
師
が
３
人
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
毎
日
、筑
波

大
学
附
属
病
院
と
国
際
医
療
福
祉
大
学
成

田
病
院
か
ら
の
非
常
勤
医
師
の
外
来
も
継

続
し
て
お
り
、外
来
、手
術
な
ど
の
ご
期
待

に
応
え
る
べ
く
体
制
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

 

治
療
効
果
と
安
全
性
を
高
め
る

   

「
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
」

　
尿
路
結
石
に
つ
い
て
は
、体
外
衝
撃
波

（
Ｅ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
）と
内
視
鏡
手
術（
Ｔ
Ｕ
Ｌ
：

経
尿
道
、Ｐ
Ｎ
Ｌ：
経
皮
）を
従
来
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　
常
勤
医
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、特
に
大

き
な
腎
結
石
に
つ
い
て
は
、治
療
効
果
と

安
全
性
を
高
め
る
た
め
経
皮
的
＋
経
尿
道

的
砕
石
術
を
同
時
に
行
う
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
を

導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
数
回
の
治
療

が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
な
腎
結
石
に
対
す

る
治
療
回
数
の
減
少
、術
後
の
腎
盂
腎
炎

と
い
っ
た
合
併
症
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

前
立
腺
肥
大
症
の
低
侵
襲
手
術

   

「
Ｐ
Ｕ
Ｌ
／
ウ
ロ
リ
フ
ト
®」

　
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
療
法
に
つ
い
て

は
、経
尿
道
的
前
立
腺
切
除
術（
Ｔ
Ｕ
Ｒ-

Ｐ
）、経
尿
道
的
前
立
腺
核
出
術（
Ｔ
Ｕ
Ｅ-

Ｂ
）と
い
う
従
来
の
手
術
法
に
加
え
、経
尿

道
的
前
立
腺
吊
り
上
げ
術（
Ｐ
Ｕ
Ｌ
／
ウ

ロ
リ
フ
ト
®）を
昨
年
度
導
入
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｕ
Ｌ
は
２
０
２
２
年
４
月
に
保
険
収
載

さ
れ
ま
し
た
が
、海
外
で
は
す
で
に
広
く

行
わ
れ
て
い
る
低
侵
襲
手
術
で
、当
院
で

は
１
泊
２
日
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
経
尿
道
的
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
前
立
腺

を
吊
り
上
げ
て
尿
道
を
広
げ
る
こ
と
で
症

状
の
改
善
、尿
道
カ
テ
ー
テ
ル
か
ら
の
離

脱
が
期
待
で
き
ま
す
。
性
機
能
の
温
存
が

で
き
る
こ
と
と
、抗
血
小
板
薬
・
抗
凝
固
薬

の
内
服
が
あ
る
よ
う
な
高
齢
の
患
者
さ
ん

で
も
手
術
が
可
能
と
い
う
の
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

腹
腔
鏡
手
術
や
単
孔
式
手
術
も

   

積
極
的
に
実
施

　
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
は
、麻
酔
下
の
前

立
腺
生
検
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

局
所
治
療（
放
射
線
、手
術
）の
適
応
が
あ

れ
ば
、近
隣
の
高
次
機
能
病
院
と
連
携
し

て
治
療
を
し
て
い
ま
す
。
転
移
を
有
す
る

前
立
腺
が
ん
で
あ
っ
て
も
近
年
多
く
の
薬

物
療
法
が
登
場
し
治
療
成
績
が
向
上
し
て

お
り
、当
院
で
も
治
療
が
可
能
で
す
。

　
私
は
、腹
腔
鏡
技
術
認
定
医
で
あ
り
、こ

れ
ま
で
筑
波
大
学
か
ら
医
師
を
招
聘
し
て

行
っ
て
き
た
副
腎
腫
瘍
、腎
、尿
管
の
悪
性

腫
瘍
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
の
他
、傷
の

少
な
い
尿
膜
管
遺
残
に
対
す
る
単
孔
式
手

術
も
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ピックアップドクター

尿
路
結
石
、前
立
腺
肥
大
症
の
先
進
治
療 

E
C
I
R
S
と
P
U
L
を
導
入

　
加
齢
に
伴
う
痛
み
と
し
て
、慢
性
疼
痛
に

は
、変
形
性
関
節
症
、関
節
リ
ウ
マ
チ
、腰

背
部
痛
の
３
つ
が
代
表
的
な
も
の
に
な
り

ま
す
。

 

人
工
関
節
手
術
数
が
年
々
増
加

　
変
形
性
関
節
症
と
は
、軟
骨
と
周
囲
の
組

織
の
損
傷
を
引
き
起
こ
す
慢
性
疾
患
で
、痛

み
、関
節
の
こ
わ
ば
り
、機
能
障
害
を
特
徴

と
し
て
い
ま
す
。
起
こ
り
や
す
い
場
所
と

し
て
、指
の
第
一
関
節
や
親
指
の
付
け
根
の

関
節
、膝
、股
関
節
が
多
い
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
当
院
で
は
変
形
性
膝
関
節
症
、変
形
性
股

関
節
症
に
対
し
て
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
手
術
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多

く
、超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
本
邦
で
は
人

工
関
節
手
術
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、現

在
人
工
膝
関
節
手
術
は
、年
間
約

１０
万
件
、

股
関
節
手
術
は
約
７
万
件
程
度
行
わ
れ
て

お
り
、１０
年
前
と
比
べ
1.5
～
２
倍
程
度
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
変
形
性
膝
関
節
症
は
、膝
痛
、可
動
域
制

限
、関
節
腫
脹
、変
形
、歩
行
障
害
を
き
た

し
日
常
生
活
動
作
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

有
病
率
は
54
・
６
％
（
男
性
42
・
０
％
、女

性
61
・
５
％
）で
あ
り
、中
高
年
の
女
性
に

多
い
。
X
線
学
的
検
査
で
診
断
さ
れ
る
本

邦
で
の
有
病
者
数
は
、２
５
３
０
万
人
で
、

年
間
発
生
数（
40
歳
以
上
）は
１
９
０
万

人（
男
性
50
万
人
、女
性
１
４
０
万
人
）で

あ
る
。
膝
の
痛
み
を
伴
う
有
症
状
者
は
約

６
０
０
～
８
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

治
療
と
し
て
は
、保
存
的
加
療
と
し
て
、薬

物
療
法（
内
服
薬
、外
用
薬
）、関
節
内
注

射
、運
動
療
法
と
し
て
、有
酸
素
運
動
や
大

腿
四
頭
筋
の
筋
肉
増
強
訓
練
や
ス
ト
レ
ッ

チ
に
よ
る
可
動
域
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、装
具
療
法
と
し
て
、下
肢
の
ア
ラ

イ
メ
ン
ト
の
修
正
や
、安
定
性
の
向
上
、疼

痛
な
ど
の
症
状
緩
和
と
進
行
予
防
に
て
膝

装
具
が
あ
り
、
ま
た
、
足
底
装
具
を
つ
け

荷
重
の
か
か
り
方
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
軟
骨
損
傷
の
部
位
の
負
担
軽
減
を
は

か
っ
た
り
し
ま
す
。

 

自
分
の
足
で
歩
い
て
歩
む

　

 

人
生
の
た
め
に

　
こ
れ
ら
の
治
療
を
行
っ
て
も
、症
状
の
改

善
が
見
ら
れ
ず
、日
常
生
活
に
支
障
が
あ
る

場
合
、手
術
療
法
を
勧
め
て
い
ま
す
。
症
状

や
病
状
の
進
行
に
応
じ
て
手
術
方
法
も
異

な
り
ま
す
が
、当
院
で
は
高
齢
者
も
多
い
た

め
人
工
関
節
置
換
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

手
術
後
の
疼
痛
に
関
し
て
、神
経
ブ
ロ
ッ
ク

や
、局
所
に
麻
酔
薬
を
注
射
し
、術
後
の
疼

痛
緩
和
に
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
寿
命
が
年
々
伸
び
て
い
る
高
齢
化

社
会
で
、自
分
の
足
で
歩
い
て
歩
む
人
生
を

送
る
た
め
、必
要
な
治
療
と
考
え
ま
す
。
歩

行
障
害
で
お
困
り
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
当

院
へ
ご
紹
介
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

●  整形外科部長 ●  

小林 裕明
●  泌尿器科 ●  

吉野 喬之
日本整形外科学会 整形外科専門医
日本整形外科学会認定スポーツ医

日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医／同指導医
日本がん治療認定医機構がん治療認定医
日本泌尿器内視鏡学会泌尿器腹腔鏡技術認定医

Pick up Dr.
各診療科の医師が専門分野を伝える

変
形
性
膝
関
節
症
に
対
す
る 

人
工
関
節
置
換
術

変形性膝関節症における
人工関節置換術


